
事前評価個表

整理番号 7

地域（地区）名 子吉川 事 業 名 森林環境保全整備事業
こ よしがわ

計画策定主体 秋田県 対 象 市 町 村 由利本荘市ほか１市
ゆ り ほんじよう し

事業実施期間 H28 ～ H32（５年間） 事業実施主体 県、市、森林組合等

事業の概要・目
的 本地区は、秋田県の南西部に位置し、南に標高2,236ｍの秀峰鳥海山、東に出羽丘陵、西に

日本海を望み、中央を１級河川子吉川が貫流して日本海に注いでおり、県内でも温暖で降雪量
の少ない地区である。
本地区の森林面積は104千ha（森林率72％）、対象民有林は82千ha（森林全体の78％）、う

ちスギを主体とした人工林は48千ha（人工林率59％）となっており、県平均の人工林率57％を
上回っている。
この人工林のうち、Ⅳ～Ⅻ齢級の森林整備を必要とする森林が39千ha（87％）あることか

ら、間伐を中心とした適正な森林整備を行い、健全で持続可能な森林経営の実現、森林の持つ
多面的機能の発揮による地域住民の生活の安全確保を図る必要がある。
森林整備の推進にあたっては、本事業により団地化による施業の集約化を進め、高性能林業

機械による低コストで効率的な木材生産を推進する。
また、造林未済地の解消を図るため、皆伐と再造林を一体的に行う再造林を実施し、資源の

循環利用と県土の保全を図っていく。

事業内容・事業 森林整備：11,260ha
費 人工造林、下刈り、雪起こし、枝打ち、除伐、間伐等

路網整備：3,850ｍ
林業専用道

総事業費：5,960,357千円

費用対効果分析 B/C ＝ 6.13
結果 （総便益(B)＝68,269,441千円、総費用(C)＝11,141,650千円）

評価結果
必要性：森林の有する多面的機能の発揮、安定的な林業経営等及び県産材の供給拡大の観点か

ら、当該事業は必要である。

効率性：費用対効果分析の結果から十分な効率性が認められる。

有効性：地域森林計画に即した事業内容で有り、地域の特性を踏まえた計画的な森林整備によ
り、森林の有する機能を十分に発揮させる有効な事業である。



整理番号 7

事業名：森林環境保全整備事業 　 都道府県名：秋田県

地域(地区）名：子吉
こよし

川
がわ

（単位：千円）

評価額

24,735,521

4,550,954

9,749,255

16,025,830

38,327

8,852,611

27,853

51,583

4,196,709

450

森林管理等経費縮減便益 1,859

38,489

68,269,441

11,141,650

68,269,441

11,141,650

便　益　集　計　表

（森林整備事業）

大　区　分 中　区　分 備　　考

水源涵養
かん

便益

洪水防止便益

流域貯水便益

水質浄化便益

山地保全便益
土砂流出防止便益

土砂崩壊防止便益

木材利用増進便益

木材生産確保・増進便益

環境保全便益 炭素固定便益

森林整備促進便益

総　便　益　（B)

総　費　用　（C)

木材生産等便益

木材生産等経費縮減便益

費用便益比 B÷C　＝ ＝ 6.13

森林整備経費縮減等便益

造林作業経費縮減便益



森林環境保全整備事業 子吉川流域 （秋田県）

由利本荘市

原木市場

にかほ市

緑

黄

赤

青丸

緑丸

凡　　　　例

市町村

原木市場

計画区界
（流域）

事業区域

森林整備

秋田市

能代市

横手市

大館市

由利本荘市

男鹿市

湯沢市

大仙市

鹿角市

北秋田市

潟上市

小坂町

上小阿仁村

三種町

八峰町

藤里町

五城目町

八郎潟町

井川町

大潟村

にかほ市

仙北市

美郷町

羽後町
東成瀬村

国有林




